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【高齢者に起こりやすい疾患の治療】
高血圧

羽根田俊、菊池健次郎



高齢者高血圧は，その成因，病態に高齢者高血圧は動脈硬化を高率に併

おいて若・中年期の本態性高血圧とは発あるいは基盤として発症し，収縮期

大きな違いがあり，また治療効果，予高血圧,脈圧の増大,心拍出量の減少，

後という点でも未解決の問題も多い。総末梢血管抵抗の増大，循環血液量の

それゆえ，高齢者高血圧の診断，治療低下，血圧動揺性の増大，脳・心・腎

に際しては，加齢に伴う諸臓器の機能．などの主要臓器の血流低下および自動
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低下，予備能低下，調節能低下が基盤調節能の障害，血圧関連内分泌因子の

に存在することを熟知し，日常生活活変化など，独特の病態生理的特徴を示
動能や生活の質(QOL)，コンプライアす。

ﾝスヘの十分な配慮が必要である。

特集＝高齢者に起こりやすい疾患の治擦 回高齢者高血圧の治療必要性
高齢者高血圧を対象とした大規模介

入試験としてはＥＭＰＨＥ試験(Eur、
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trial)3)，ＳＨＥＰ試験(Systolichyper‐

tensionintheelderlyprogram)4)，

STOP-Hypertension試験5)，ＭＲＣ

(Medicalresearchcouncil)試験6)，

ＳＴＯＮＥ試験(Shanghail,trailof

nifedipineintheelderly)7)Syst-Eur

(SystolichypertensiOn-EurQpe)試

験8)がある(表２)。いずれもプラセポを

対照薬とし，降圧薬として前４者で利

尿薬あるいはβ遮断薬が,後２者で長

時間作用型Ｃａ桔抗薬が用いられてい

る。これらの介入試験の成績より,軽・

中等症の高齢者高血圧治療の有用性が

明らかである。

回高齢者高血圧の治療対象と
降圧目標値

多くの介入試験の結果，７０～85歳く

らいまでの降圧による心血管系疾患の

発症，死亡の抑制効果が明らかになっ

てきたが,さらに超高齢者での効果や，
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また，高齢者では単に高血圧のみを

不全,脳血管障害,』慢性閉塞性肺疾患，

糖尿病など高血圧以外の疾患を併せ持

つ例が少なくないことも特徴である

(図１)1)。さらに，高齢者では肝臓，腎

臓の機能が低下しているために薬物の
代謝，排池が遅延するために，薬物の

副作用が発現しやすく，消失しにくい

という特徴がある(表１)2)。特に，Ｃａ桔

抗薬,ＡＣＥ阻害薬などのように血中濃

度に依存して降圧効果を発揮する降圧

薬では急激な過大降圧が生じやすいの

で注意を要する。
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